
商
学
研
究
科
は
、
こ
れ
ま
で

の
教
育
方
法
を
踏
襲
し
て
研
究

者
を
養
成
す
る
研
究
者
コ
ー
ス

と
実
務
家
講
師
に
よ
る
講
義
や

学
外
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
教
育
方

法
を
大
幅
に
取
り
込
ん
で
高
度

専
門
家
を
養
成
す
る
専
門
職
コ

ー
ス
か
ら
な
る
コ
ー
ス
制
を
来

春
か
ら
導
入
す
る
。
こ
の
た
び

の
コ
ー
ス
制
の
開
設
を
記
念
し

て
、
十
二
月
四
日
（
土
）
午
後

三
時
か
ら
五
時
ま
で
、
百
周
年

記
念
会
館
に
お
い
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
二
十
一
世
紀
社
会
と

大
学
院
教
育
�
大
学
と
ビ
ジ
ネ

ス
の
接
点
を
求
め
て
�
」
が
開

催
さ
れ
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
リ
ス

ト
は
、
専
門
職
コ
ー
ス
に
お
い

て
「
日
本
経
済
の
特
質
と
日
本

型
経
営
」
を
講
義
さ
れ
る
川
上

哲
郎
氏
（
住
友
電
気
工
業
株
式

会
社
相
談
役
）、
同
じ
く
「
金
融

シ
ス
テ
ム
改
革
と
証
券
業
界
の

対
応
」
を
講
義
さ
れ
る
関
要
氏

（
日
本
証
券
業
協
会
副
会
長
）

そ
し
て
石
川
啓
学
長
の
三
人
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
横
田
茂
商

学
研
究
科
長
が
、
司
会
を
柴
健

次
コ
ー
ス
制
準
備
委
員
会
委
員

長
が
務
め
る
。

本
年
度
、
社
会
学
研
究
科
は

文
部
省
か
ら
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
推
進
拠
点
に
選
定
さ
れ
、「
学

校
教
育
に
お
け
る
包
括
的
ス
ト

レ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
臨
床
心
理
学
的
実
践
研

究
」
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
五
か
年
に
わ
た
っ
て
組
織

し
、
子
ど
も
の
問
題
行
動
の
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

臨
床
心
理
学
や
医
学
の
専
門
家

が「
キ
レ
る
」
子
ど
も
達
や
学
級

崩
壊
と
い
っ
た
子
ど
も
の
問
題

行
動
、
教
員
自
身
の「
燃
え
つ
き

症
候
群
」な
ど
教
育
現
場
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
、十
二
月
十
八

日（
土
）に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
十
三
時
か
ら
特
別

講
演
に
河
合
隼
雄
先
生
（
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
を

お
招
き
し
、
引
き
続
き
十
四
時

か
ら
大
塚
義
孝（
佛
教
大
学
）、

倉
戸
ヨ
シ
ヤ
（
大
阪
市
立
大

学
）、
石
川
啓
（
関
西
大
学
）
の

各
先
生
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

関
西
大
学
臨
床
心
理
相
談
室

（
０６
・
６
３
６
８
・
１
０
１
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

戦
前
に
は
三
大
死
因
の
一
つ

と
し
て
感
染
症
に
よ
る
消
化
器

の
炎
症
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。戦

後
、
医
学
の
発
達
や
環
境

衛
生
の
向
上
な
ど
で
消
化
器
疾

患
の
恐
ろ
し
さ
は
あ
ま
り
話
題

に
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
、
再

び
感
染
性
腸
炎

な
ど
に
よ
る
死
亡
や
精
神
的
ス

ト
レ
ス
な
ど
と
関
連
し
た
消
化

器
疾
患
が
注
目
を
浴
び
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
天
高

く
、馬
肥
ゆ
る
秋
（
と
き
）」「
食

欲
の
秋
（
と
き
）」
で
す
が
同
時

に
消
化
器
疾
患
の
多
く
な
る
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

ヒ
ト
は
食
物
を
摂
取
し
て
栄

養
分
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
食
物
は
そ
の
ま
ま
で

は
体
内
に
吸
収
さ
れ
ず
、
一
度

分
解
さ
れ
て
吸
収
し
や
す
い
物

質
に
転
換
さ
れ
て
か
ら
吸
収
さ

れ
ま
す
。
こ
の
過
程
を
消
化
と

い
い
、
こ
れ
に
か
か
わ
る
器
官

で
あ
る
口
腔
、
食
道
、
胃
、
小

腸
、
大
腸
、
肝
臓
、
胆
嚢
、
膵

臓
が
消
化
器
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。

今
回
は
、「
腹
痛
」
の
一
般
的

な
知
識
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

ょ
う
。

腹
痛
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。
便
秘
や
ガ
ス
が

た
ま
っ
た
場
合
、
お
な
か
が
冷

え
た
場
合
、
下
痢
を
し
て
い
る

場
合
や
、
ま
た
食
中
毒
、
食
べ

過
ぎ
で
も
お
こ
り
ま
す
し
、
女

性
で
は
生
理
に
伴
っ
て
痛
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
虫
垂
炎
、
腹
膜
炎
、

腸
閉
塞
、
胆
石
、
尿
路
結
石
、

子
宮
外
妊
娠
な
ど
で
は
激
し
い

腹
痛
が
起
こ
り
ま
す
。

腹
痛
の
際
、
暴
飲
暴
食
な
ど

思
い
当
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し

て
い
れ
ば
様
子
を
み
て
い
て
も

か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
急
激
な
痛

み
、
激
し
い
痛
み
、
発
熱
を
伴

う
、
激
し
い
嘔
吐
を
繰
り
返
し

た
り
、
脈
が
早
く
な
る
、
顔
色

が
真
っ
青
に
な
る
、
冷
汗
が
で

る
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は

医
療
機
関
に
受
診
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
大
学
生
で
は
し
ば

し
ば
無
知
ゆ
え
に
た
か
を
く
く

っ
て
放
置
し
、
重
症
に
陥
っ
た

り
、
死
亡
し
た
り
し
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
に
受
診
し
た
際
に

は
、
い
つ
か
ら
、
ど
こ
が
ど
ん

な
ふ
う
に
痛
い
の
か
は
っ
き
り

し
た
情
報
を
医
師
や
看
護
婦
に

伝
え
て
く
だ
さ

い
。お

な
か
が
冷

え
た
た
め
や
ガ

ス
が
た
ま
っ
た
た
め
に
起
こ
る

腹
痛
は
、
お
な
か
や
腰
を
温
め

る
と
楽
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

逆
に
虫
垂
炎
や
腹
膜
炎
で
は
温

め
る
と
か
え
っ
て
炎
症
が
進
行

し
、
病
状
が
悪
化
す
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
全
身
の

発
熱
や
痛
い
個
所
が
局
所
的
に

熱
を
も
っ
て
い
る
場
合
な
ど
で

は
む
や
み
に
温
め
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
は
消
化
器
の
疾
患
に
つ

い
て
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
十
一
年
十
月
十
四
日

（
木
）
十
三
時
か
ら
、
高
槻
キ

ャ
ン
パ
ス
Ｔ
Ｂ
３
０
２
教
室
に

お
い
て
就
職
部
主
催
「
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
が

開
催
さ
れ
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
人
材
育
成
機
関
の
デ
ジ
タ
ル

ハ
リ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
杉
山
知

之
代
表
取
締
役
社
長
兼
学
校
長

と
佐
野
匡
男
総
合
情
報
学
部
教

授
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
九

十
分
間
に
わ
た
る
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

景
気
が
低
迷
す
る
中
、
か
つ

て
栄
華
を
誇
っ
た
巨
大
企
業
が

次
々
に
大
胆
な
リ
ス
ト
ラ
策
を

打
ち
出
し
、
新
卒
者
の
採
用
数

も
大
幅
に
押
さ
え
ら
れ
て
い

る
。一
方
、情
報
化
の
大
き
な
新

し
い
波
が
我
々
の
生
活
に
も
押

し
寄
せ
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
社
会
構
造
が
劇
的
に
変
化

す
る
中
で
、
就
職
活
動
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
の
か
を
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
お
二
人
の
熱
い
討

論
に
学
内
外
か
ら
百
人
を
超
え

る
学
生
た
ち
が
集
ま
っ
た
。

杉
山
氏
は
一
九
七
九
年
日
本

大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修

了
後
、
八
七
年
よ
り
Ｍ
Ｉ
Ｔ
メ

デ
ィ
ア
ラ
ボ
客
員
研
究
員
、
日

本
大
学
短
期
大
学
部
専
任
講
師

を
歴
任
し
、
九
四
年
よ
り
現
職

で
次
世
代
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
育
成
に
力
を

注
ぐ
か
た
わ
ら
、
学
会
等
の
活

動
を
通
じ
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

の
普
及
に
務
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
佐
野
教
授
は
株
式
会

社
電
通
、
松
下
電
器
産
業
株
式

会
社
な
ど
に
お
い
て
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
現
場
一
筋
に
過
ご

さ
れ
、
九
四
年
か
ら
本
学
に
お

い
て
実
務
経
験
を
教
育
・
研
究

に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
で
あ
る
デ

ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社

広
報
部
の
山
崎
憲
子
氏
（
本
学

社
会
学
部
卒
）
に
よ
る
パ
ネ
リ

ス
ト
紹
介
の
後
、
学
生
に
人
気

の
高
い
マ
ス
コ
ミ
業
界
が
デ
ジ

タ
ル
化
に
伴
っ
て
、
ど
の
よ
う

に
変
わ
る
か
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

続
い
て
、
お
二
人
は
、
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
で
は
「
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
を
備
え
て
い
る
こ

と
」「
自
分
自
身
を
表
現
で
き
る

こ
と
」「
語
学
に
堪
能
で
あ
る
こ

と
」
な
ど
の
能
力
が
、
今
以
上

に
必
要
に
な
っ
て
く
る
こ
と
を

い
く
つ
か
の
例
を
交
え
て
話
さ

れ
た
。

ま
た
、
会
社
選
び
に
あ
た
っ

て
は
、
会
社
の
規
模
、
歴
史
の

長
さ
、
給
料
の
高
さ
な
ど
で
は

な
く
、「
自
分
が
や
っ
て
み
た
い

こ
と
」
に
近
い
会
社
を
探
す
と

い
う
「
自
分
中
心
さ
」
が
必
要

で
あ
る
な
ど
、
一
般
企
業
と
大

学
の
両
方
で
の
勤
務
経
験
を
持

つ
お
二
人
な
ら
で
は
の
意
見
を

聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

参
加
者
の
大
半
は
、
就
職
活

動
を
間
近
に
控
え
た
総
合
情
報

学
部
生
が
占
め
て
い
た
が
、
２１

世
紀
に
訪
れ
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
社
会
の
可
能
性
を
夢
見
る
と

と
も
に
、
そ
こ
で
生
き
抜
く
た

め
の
厳
し
さ
も
改
め
て
実
感
し

て
い
た
よ
う
だ
。

文
科
系
就
職

説
明
懇
談
会

十
月
三
日
（
日
）
十
四
時
か

ら
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
第
２

学
舎
に
お
い
て
、
文
科
系
学
部

三
年
次
生
父
母
対
象
の
就
職
説

明
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

懇
談
会
で
は
今
年
度
の
就
職

状
況
や
、
就
職
活
動
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
等
に
つ
い
て
の
説

明
が
な
さ
れ
、
希
望
者
に
は
個

人
面
談
も
行
な
わ
れ
た
。
出
席

者
数
は
以
下
の
と
お
り
。

法
学
部

１
６
８
人

文
学
部

１
９
７
人

経
済
学
部

２
５
７
人

商
学
部

２
４
７
人

社
会
学
部

２
０
５
人

な
お
十
二
月
五
日
（
日
）
に

は
、
文
科
系
学
部
の
二
年
次
生

父
母
な
ら
び
に
工
学
部
と
総
合

情
報
学
部
の
二
・
三
年
次
生
父

母
対
象
の
就
職
説
明
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
る
。
会
場
は
文
科
系

学
部
と
工
学
部
が
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
、
総
合
情
報
学
部
が
高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
。

十
月
十
三
日（
水
）百
周
年
記

念
会
館
に
お
い
て
、
本
年
九
月

よ
り
一
年
間
在
籍
す
る
交
換
留

学
生
の
歓
迎
会
を
実
施
し
た
。

今
回
来
日
し
た
の
は
、
ジ
ョ

ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
か
ら

一
人
、
ハ
ワ
イ
大
学
か
ら
二

人
、
ル
ー
ヴ
ェ
ン
・
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
か
ら
四
人
、
バ
ー
ミ
ン

ガ
ム
大
学
か
ら
一
人
、
遼
寧
大

学
か
ら
一
人
、
東
北
大
学
か
ら

一
人
、
そ
し
て
、
従
来
か
ら
夏

期
中
国
語
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し

て
い
る
復
旦
大
学
か
ら
今
回
初

め
て
の
受
入
れ
と
な
る
一
人

で
、
合
計
十
一
人
と
な
っ
た
。

は
じ
め
に
、
中
島
巖
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
、「
こ
の

経
験
を
皆
さ
ん
の
将
来
に
生
か

せ
る
よ
う
、
一
年
間
過
ご
し
て

下
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
こ

れ
を
受
け
、
交
換
留
学
生
代
表

程
菲
菲
さ
ん
（
復
旦
大
学
）
が

挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
懇
親
会
に
移
り
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
懇
談
が
進

み
、
途
中
、
交
換
留
学
生
科
目

指
導
担
当
教
員
、
国
際
交
流
主

事
の
紹
介
が
あ
り
、
各
留
学
生

た
ち
か
ら
も
一
言
ず
つ
挨
拶
が

あ
っ
た
。
最
後
に
参
加
者
全
員

で
の
記
念
撮
影
で
歓
迎
会
を
締

め
く
く
っ
た
。

（
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
）

�
交
換
研
究
員

◇
北
京
大
学
（
中
国
）
の
趙
恩

普
副
教
授
が
十
一
月
二
十
五
日

〜
平
成
十
二
年
五
月
二
十
四
日

の
間
、
中
島
巖
文
学
部
教
授
と

「
二
十
一
世
紀
に
直
面
す
る
日

本
の
私
立
大
学
」
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
て
い
る
。

�
招
へ
い
研
究
員

◇
深
�
大
学
（
中
国
）
の
徐
晨

助
教
授
が
十
月
一
日
〜
十
二
月

一
日
の
間
、
森
健
一
工
学
部
教

授
と
「
工
程
に
お
け
る
品
質
情

報
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
情
報
処

理
に
よ
る
自
働
抽
出
法
」
に
つ

い
て
共
同
研
究
を
行
っ
て
い

る
。

◇
マ
ッ
コ
ー
リ
大
学
（
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
）
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ヘ
イ
ワ
ー
ド
学
科
長
が
、
十
月

三
十
日
〜
十
二
月
二
十
一
日
の

間
、
小
川
博
司
社
会
学
部
教
授

と
「
西
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

『
グ
ロ
ー
カ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』

の
問
題
」
に
つ
い
て
共
同
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開

講
を
望
む
声
が
特
に
多
か
っ
た

「
公
務
員
受
験
対
策
講
座
」
を

新
設
し
、
既
設
の
司
法
・
会
計

士
・
簿
記
・
就
職
・
マ
ス
コ
ミ

の
各
講
座
と
と
も
に
千
里
山
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
講
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

新
た
に
Ａ
Ｆ
Ｐ
な
ど

二
講
座
を
開
講

「
公
務
員
受
験
対
策
講
座
」

は
、
国
家
公
務
員
�
種
及
び
地

方
公
務
員
上
級
職
の
受
験
対
策

を
目
標
に
し
た
コ
ー
ス
で
、
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
講
し
ま

す
。ま

た
、
個
人
資
産
の
適
切
な

運
用
を
提
案
で
き
る
資
格
と
し

て
、
金
融
業
界
を
は
じ
め
各
界

に
お
い
て
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
る
Ａ
Ｆ
Ｐ
資
格
の
取
得
を
目

指
す
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー
」（
Ａ
Ｆ
Ｐ
）
養
成

講
座
」
を
新
た
に
天
六
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
講
し
ま
す
。

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

平
成
十
二
年
度
は
十
四
講
座

三
十
七
コ
ー
ス
を
開
講
し
ま

す
。
受
講
料
を
含
め
募
集
概
要

を
本
紙
第
二
七
七
号
で
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
平
成
十

二
年
度
講
座
案
内
（
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
）
を
、
十
二
月
初
旬
に
学

内
各
所
に
配
置
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は

２
０
０
０
年
問
題
に
対
応
し

て
、
セ
ン
タ
ー
管
理
機
器
及

び
事
務
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る

対
策
の
検
討
を
行
い
、
稼
動

確
認
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
年
末
年
始
に
シ
ス

テ
ム
を
一
定
期
間
停
止
さ

せ
、
年
始
に
は
正
常
稼
動
に

つ
い
て
立
ち
上
げ
確
認
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。
運
用
を
停

止
す
る
理
由
は
�
学
外
か
ら

の
予
想
外
の
事
態
が
発
生
し

た
場
合
に
学
内
へ
の
影
響
を

未
然
に
防
ぐ
�
学
内
の
予
想

外
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
学
外

へ
の
波
及
を
防
ぐ
な
ど
で
す
。

そ
の
た
め
十
二
月
三
十
一

日
九
時
か
ら
一
月
四
日
十
七

時
ま
で
は
電
子
メ
ー
ル
の
送

受
信
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
検

索
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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本
学
名
誉
教
授
山
肩
邦
男

先
生
が
、
去
る
十
月
五
日
逝

去
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
奇
し

く
も
先
生
の
七
十
三
歳
の
誕

生
日
で
あ
っ
た
。

先
生
は
京
都
大
学
を
卒
業

後
、
京
都
大
学
、
京
都
工
芸

繊
維
大
学
を
経
て
、
昭
和
四

十
六
年
四
月
本
学
の
建
築
学

科
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ

た
。
当
時
は
、
建
築
基
礎
構

造
を
専
門
に
さ
れ
て
い
る
方

が
比
較
的
少
な
く
、
助
手
と

し
て
一
緒
に
来
ら
れ
た
冨
永

晃
司
先
生
（
現
広
島
大
学
教

授
）
と
と
も
に
、
関
西
大
学

を
基
礎
構
造
の
メ
ッ
カ
に
し

よ
う
と
血
気
盛
ん
で
あ
っ
た

と
お
聞
き
し
て
い
る
。
事
実

先
生
は
学
会
に
お
い
て
常
に

指
導
的
地
位
に
あ
っ
て
、
学

会
の
発
表
会
で
は
、
誰
も
が

先
生
の
質
問
や
指
摘
を
固
唾

を
の
ん
で
聞
い
て
い
た
。

先
生
は
何
事
も
自
然
現
象

を
見
つ
め
る
こ
と
か
ら
出
発

さ
れ
た
。
実
験
を
重
視
し
、

実
験
結
果
に
対
し
て
言
い
訳

す
る
こ
と
を
嫌
っ
た
。
予
想

と
異
な
っ
た
結
果
が
出
た
場

合
は
、
実
験
の
や
り
方
が
ま

ず
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ

れ
が
自
然
現
象
な
の
だ
と
謙

虚
に
受
け
止
め
、
な
ぜ
そ
う

な
る
の
か
を
追
求
す
る
姿
勢

を
崩
さ
な
か
っ
た
。
先
生
は

「
研
究
に
ロ
マ
ン
を
持
て
」
と

口
癖
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

た
。
研
究
に
は
苦
悩
が
つ
き

ま
と
う
が
、
人
類
が
未
だ
か

つ
て
や
っ
た
こ
と
の
な
い
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ

と
い
う
情
熱
を
好
ま
れ
た
。

定
年
退
職
か
ら
わ
ず
か
二

年
余
り
で
お
別
れ
す
る
こ
と

と
な
り
、
研
究
の
支
え
を
な

く
し
た
不
肖
の
弟
子
と
し
て

は
心
細
い
限
り
で
あ
る
が
、

先
生
の
ロ
マ
ン
を
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
が
な
に
よ
り
の

供
養
で
あ
ろ
う
。

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

（
工
学
部
助
教
授
）

（
問
い
合
わ
せ
）

リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
事
務
室

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇
―
三
六
八
―
一
五
〇

コ
ー
ス
制
開
設
を
記
念

商

学

研
究
科
「
二
十
一
世
紀
の
社
会
と
大
学
院
教
育
」
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教
育
現
場
の
諸
問
題
に

二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

臨
床
心
理
学
的
取
組
み

山
肩
邦
男
先
生
を
偲
ん
で

伊
藤

淳
志

交
換
留
学
生
歓
迎
会

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

就
職
セ
ミ
ナ
ー
開
く

千
里
山
キ
ャ
ン

パ

ス

で
も
開
講

リ ー ド
センター

新
講
座「
公
務
員
受
験
対
策
」も

消
化
器
症
状

そ
の
１

腹

痛

就職セミナーでの杉山氏（左）と佐野教授（右）

西
暦
２
０
０
０
年
問
題
に
伴
う

年
末
年
始
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
停
止

平成１１年（１９９９年）１１月２９日（３） 第 ２７６ 号
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